
令和８年度 先生と地域の方がともに学ぶ コミュニティ・スクール、地域学校協働活動研修会

C S ・ 地 域 学 校 協 働 活 動 の 基 礎 ・ 基 本
〜 探 究 を 切 り 口 に 考 え る 地 域 と の 連 携 ・ 協 働 〜

山 口 県 教 育 庁 地 域 連 携 教 育 推 進 課 森 山 義 紀 2 0 2 6 / 7 / 1
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本日のメニュー

は じ め に

探 究 を 切 り 口 に 地 域 と の 連 携 ・ 協 働 を 考 え る

山 口 県 の 取 組 の 紹 介

ミ ニ ワ ー ク

お わ り に
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01 はじめに
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自 己 紹 介
小 学 校 か ら 教 員 生 活 を ス タ ー ト し 、 教 育 行 政 の 世 界 に 入 り ま し た

学 校 と 地 域 の 連 携 ・ 協 働 に つ い て 、 日 々 勉 強 中 で す

01 はじめに
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森山 義紀
もりやま よしのり

生まれ 昭和52年生まれ（48歳）

居住地 山口県下関市

所属 山口県教育庁 地域連携教育推進課

趣味 登山・キャンプ・スノーボード・読書

講義することに
なったきっかけ

昨年、愛知県瀬戸市での研修会登壇をきっかけに
お声かけいただきました
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今 日 の ゴ ー ル

み な さ ん に 伝 え た い こ と は 、 以 下 の ３ つ で す

01 はじめに
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地域との連携・協働（高校）は探究を切り口に考えるとうまくいく

地域との連携・協働は、目的ではなく手段である

地域との連携・協働の成功は、仕組みとキーパーソンが鍵である

※チャット機能を活用して、知りたいことをどんどん書き込んでください！！
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今 後 の 人 口 予 測

少 子 化 、 高 齢 化 の 加 速 に 伴 い 、 生 産 年 齢 人 口 は ま す ま す 減 少 し て い く

01 はじめに

5出典：国立社会保障・人口問題研究所調べ、あいちの教育ビジョン、愛知県まち・ひと・しごと総合戦略

全国（全世代） 愛知県（全世代）

1200万人減 45万人減

約 1 億 2 0 0 0 万 人
（2025年）

約 １ 億 8 0 0 万 人
（2045年）

約 7 4 5 万 人
（2026年2月）

700万人を下回る
（ 2045年）

約 7 3 0 0 万 人
（2025年）

約 5 5 0 0 万 人
（2045年）

約 4 5 0 万 人
（2025年）

約 3 8 0 万 人
（2045年）

全 世 代 の 人 口 減 少 ＜ 生 産 年 齢 人 口 の 減 少

今後20年で全世代人口が減少する中、生産年齢人口の減少はさらに深刻であると予想される

全国（生産年齢人口） 愛知県（生産年齢人口）

1800万人減 70万人減
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加 速 す る 「Soc i e t y5 . 0」

生 成 A I 等 の 進 化 に よ り 、 社 会 の 構 造 や 産 業 の 構 造 が 変 化 す る

01 はじめに

6出典：内閣府資料、 「AIで拡張する社会」野村総合研究所

Society 1.0 狩猟社会
Society 2.0 農耕社会
Society 3.0 工業社会
Society 4.0 情報社会
Society 5.0 人間中心の新たな社会

（サイバーとフィジカルの高度な融合）

動 画 公 開 は 2 0 1 6 年 当 時 、 未 来 物 語
と し て 紹 介 さ れ た が 、 す で に
社 会 実 装 さ れ た も の も 多 い

例 え ば 、 ド ロ ー ン に よ る 配 達

無 人 バ ス の 運 行

個 別 レ シ ピ を 提 案 す る 冷 蔵 庫

遠 隔 医 療 を 受 け る お 年 寄 り 等

生 成 A I 等 の 進 化 は 止 ま ら な い 創 造 業 （仮称）が 誕 生 す る

個 人 に 対 す る 、 こ れ ま で よ り 深 い
マ ー ケ テ ィ ン グ が 可 能 と な る

世 界 中 に む け た 、 こ れ ま で よ り 広 い
マ ー ケ テ ィ ン グ が 可 能 と な る

マ ク ロ と ミ ク ロ が 高 次 元 で 両 立 す る

製造業から創造業が誕生すると予想
創造業…AIによって人間の創造力、思考力、
共感力などを拡張し、人間の頭脳や人工知能を
使ってアイデアを大量生産する産業のこと
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こ れ か ら 求 め ら れ る 資 質 ・ 能 力

生 涯 学 び 続 け る 人 材 の 育 成 、 地 域 の 創 り 手 の 育 成 が 求 め ら れ て い る

01 はじめに

7出典：第4期教育振興基本計画

2 0 4 0 年 以 降 の 社 会 を 見 据 え た
持 続 可 能 な 社 会 の 創 り 手 の 育 成

日 本 社 会 に 根 差 し た
ウ ェ ル ビ ー イ ン グ の 向 上

人 生 1 0 0 年 時 代 に 複 線 化 す る 生 涯 に わ た っ て 学 び 続 け る 学 習 者 を 育 て る

将 来 の 予測 が困 難な 時代 にお い て、
未 来に向 けて自らが社会の創り手 と なり、
課 題 解 決な どを 通じ て、 持続 可 能な社 会
を 維 持 ・発 展さ せて いく

社 会 課 題の 解決 を、 経済 成長 と 結び付 けて
イ ノ ベ ーシ ョン につ なげ る取 組 や、
一 人 一 人の 生産 性向 上等 によ る 、活力あ る
社 会 の 実現 に向 けて 「人への投資」 が必要

So c i e t y5. 0で活 躍す る、主体性 、
リーダーシップ、創造力、
課題発見・解決力、論理的思考力、
表現力、チームワーク など を 備え た
人 材 の 育 成

多様な個人そ れぞ れ が幸 せや 生きが いを
感 じ ると とも に、 地域や社会 が幸せ や
豊 か さを 感じ られ るも の となるた めの
教 育 の 在 り 方

幸 福 感、 学校 や地 域で の つながり 、利 他性、
協 働 性、 自己 肯定 感、 自 己実現等 が含 まれ、
協調的幸福と 獲得的幸福 の バラ ンス を重視

日 本 発 の調和と協調（Balance and Harmony）
に 基 づく ウェ ルビ ーイ ン グを発信
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こ れ か ら の 学 び

中 核 的 な 概 念 、 探 究 の 学 び の 充 実 、 情 報 活 用 能 力 の 育 成 が 求 め ら れ る

01 はじめに

8出典：中央教育審議会教育課程特別部会論点整理

主 体 的 ・ 対 話 的 で
深 い 学 び の 実 装

生 涯 に わ た っ て 主 体 的 に 学 び 続 け 、 多 様 な 他 者 と 協 働 し な が ら 、
自 ら の 人 生 を 舵 取 り す る こ と が で き る

民 主 的 で 持 続 可 能 な 社 会 の 創 り 手 を み ん な で 育 む

多 様 性 の 包 摂 実 現 可 能 性 の 確 保
生 き て 働 く 「 確 か な 知 識 」
の 習 得 、 資 質 ・ 能 力 育 成
の 具 体 化 ・ 深 化 、 「 好 き 」
を 育 み 「 得 意 」 を 伸 ば す 、
情 報 活 用 能 力 の 抜 本 的 向 上 、
個 別 最 適 な 学 び ・ 協 働 的 な
学 び 等

授 業 時 数 の 適 正 化 ・ 平 準 化 、
教 科 書 の 精 選 、 構 造 化 、
裁 量 的 な 時 間 な ど 様 々 な
方 策 に よ る 教 師 ・ 子 供 双 方
の 「 余 白 」 の 創 出 、
カリキュラム・マネジメント 等

調 整 授 業 時 数 制 度 、 裁 量 的
な 時 間 、 個 別 の 児 童 生 徒 に
係 る 教 育 課 程 の 仕 組 み 、
デ ジ タ ル 学 習 基 盤 を 活 用 し た
学 習 環 境 デ ザ イ ン 、
個 別 最 適 な 学 び ・ 協 働 的 な
学 び 等

学 び を デ ザ イ ン す る 高 度 専 門 職 と し て の 教 師
「 裁 量 的 な 時 間 」 を は じ め 柔 軟 な 教 育 課 程 に よ る 余 白
デ ジ タ ル 学 習 基 盤 を は じ め と す る 基 盤 整 備
総 合 的 な 勤 務 環 境 整 備

多 様 な 子 供 た ち の 「 深 い 学 び 」 を 確 か な も の に
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02 探究を切り口に
地域との連携・協働を考える
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探 究 あ る あ る

探 究 に 関 わ る 高 校 教 員 の 9 割 が 「 課 題 を 感 じ て い る 」 と 回 答 し て い る

02 探究を切り口に地域との連携・協働を考える

10中央教育審議会教育課程部会生活・総合的な学習の時間・探究の時間WG

見 学 型
一 回 の 見 学 で 終 わ り の 単 発 の イ ベ ン ト
に な っ て い ま せ ん か ？

調 べ 学 習 型
イ ン タ ー ネ ッ ト で 調 べ て 終 わ り の 、
机 上 の 学 び に な っ て い ま せ ん か ？

重 す ぎ る 課 題
地 球 温 暖 化 、 国 際 平 和 な ど 、 課 題 が
大 き す ぎ ま せ ん か ？

大 人 主 導
生 徒 の 想 い よ り 教 師 の 都 合 で 活 動 が
す す ん で い ま せ ん か ？

発 表 会 が ゴ ー ル
発 表 会 を す る こ と が 目 的 に な っ て
い ま せ ん か ？

40.8%

51.2%

探究学習について、どの程度課題を感じていますか？
（高校教員）

9 割 超 が 、 探 究 学 習 の 推 進 に 関 し て 、
「 課 題 を 感 じ て い る 」 と 回 答
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探 究 あ る あ る

カ リ キ ュ ラ ム の 設 計 や 調 べ 学 習 で 終 わ っ て し ま う 等 の 課 題 を 感 じ て い る

02 探究を切り口に地域との連携・協働を考える

11中央教育審議会教育課程部会生活・総合的な学習の時間・探究の時間WG

教 科 書 が な い 総 探 へ の 苦 手 意 識 問 題

属 人 化 問 題

誰 と 何 を や っ て い い か 分 か り ま す か ？
繋 が る 人 を 知 っ て い ま す か ？
外 部 と の 連 携 、 準 備 時 間 が 取 れ ま す か ？
生 徒 が 設 定 し た テ ー マ の 知 識 や 人 脈 は
あ り ま す か ？

異 動 に よ り 活 動 は 衰 退 し て い ま せ ん か ？
個 人 の 負 担 過 多 に な っ て い ま せ ん か ？
校 内 で 探 究 へ の 理 解 は 進 ん で い ま す か ？
相 談 相 手 や 協 力 者 は い ま す か ？

探究学習の推進について、特に課題だと感じるのは
どのようなことですか？（高校教員）

49.4%

49.1%

47.6%

41.8%

37.6%

37.4%

31.5%

23.8%

15.6%

0.3%

授業案やカリキュラムの設計

調べ学習で終わってしまう

校内で探究学習への理解が広がらない

外部との連携・共働

評価基準の置き方

進路との接続

授業の準備時間が思うように取れない

生徒が設定したテーマの知識・人脈がない

校内に相談相手・協力者がいない

カリキュラム自体は担っていない

学 校 ・ 教 員 の 多 忙 化 問 題
授 業 準 備 、 校 務 分 掌 、 生 徒 指 導 、 保 護 者
対 応 、 進 路 指 導 、 部 活 動 な ど 業 務 が 多 岐
に わ た る 中 、 時 間 は あ り ま す か ？
担 当 教 科 で 手 一 杯 で は な い で す か ？

12



探 究 を 成 功 に 導 く た め の ３ つ の 要 素

探 究 は 問 い × 地 域 × 人 を 意 識 す る と う ま く い く

02 探究を切り口に地域との連携・協働を考える

12

生 徒 の 問 い か ら 始 ま る 地 域 に 目 を 向 け た
テ ー マ を 設 定 す る

コ ー デ ィ ネ ー ト す る
人 材 が 重 要 で あ る

や ら さ れ 探 究 で な く 、
自 分 事 に す る た め に は 、
な ぜ ？ か ら 始 ま る 探 究 、
好 き か ら 始 ま る 探 究 が
欠 か せ な い

調 べ 学 習 で 終 わ ら な い
リ ア ル な 体 験 を 伴 う
テ ー マ 設 定 が 重 要 で あ る

地 域 と 学 校 を つ な ぎ 、
大 人 と 子 ど も を つ な ぎ 、
大 人 と 大 人 を つ な ぐ 人 材
が 必 要 で あ る

学 校 と 地 域 が 連 携 す る 仕 組 み や 、 コ ー デ ィ ネ ー ト す る 人 材 の 存 在

多 様 な 他 者 と の つ な が り を 生 む こ と で 、 高 校 生 と 大 人 、 大 人 と 大 人 、 高 校 生 と 小 学 生 な
ど の 化 学 反 応 が 起 こ る

探 究 が 成 功 す る サ イ ク ル を 構 築 す る こ と で 、 特 色 あ る 魅 力 的 な 学 校 づ く り が 実 現 す る だ
け で な く 、 地 域 づ く り や ま ち づ く り に も つ な が る

13

学 校 と 地 域 の 関 係 性

学 校 と 地 域 が 共 創 し て 、 学 校 づ く り だ け で な く 地 域 づ く り も 求 め ら れ て い る

02 探究を切り口に地域との連携・協働を考える
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単 発 の 支 援
イ ベ ン ト 的 な
活 動

単 発 で は な い
継 続 的 な 支 援

学 校 と 地 域 の
そ れ ぞ れ の
目 的 を 達 成 す
る た め の 活 動
一 緒 に や る こ
と が 目 的 で あ
る こ と が 多 い
利 益 は お 互 い
の 利 益

そ れ ぞ れ の 役
割 を 理 解 し て 、
同 じ 目 的 に
む か っ て 取 り
組 む 活 動
一 緒 に や る か
ど う か は 必 須
で は な い
利 益 は み ん な
の 利 益

立 場 が 異 な る
者 が 、 目 的 や
価 値 を と も に
創 り あ げ る
プ ロ ジ ェ ク ト
型 学 習 、 社 会
実 装 ま で 期 待
が で き る

接 触 交 流 連 携 協 働 共 創

（ 例 ）
芸 能 人 を 呼 ぶ
周 年 行 事 で
花 火 を 上 げ る

（ 例 ）
ゲ ス ト テ ィ ー
チ ャ ー と し て
盆 踊 り の 講 師
が 授 業 に 入 る

（ 例 ）
祭 り の 案 内 が
あ り 、 土 日 に
教 員 が 引 率 し
て 合 唱 を 発 表
す る

（ 例 ）
生 徒 が 企 画 し
た ブ ー ス で 食
品 販 売 の 補 助
を 行 う

（ 例 ）
地 元 企 業 と 地
域 の 特 産 品 を
つ か っ た 商 品
を 開 発 し 、
ブ ー ス で 販 売
す る

学 校 と 地 域 が 共 創 し 、 机 上 の 探 究 か ら リ ア ル な 探 究 へ 転 換 す る

14



地 域 と 子 ど も の 学 び の 関 係 性

地 域 と と も に 学 ぶ こ と で 、 大 人 も 子 ど も も 学 び 合 う こ と が で き る

02 探究を切り口に地域との連携・協働を考える
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地 域 の 伝 統 文 化 や
産 業 等 、 そ れ ら に
関 わ る 人 に 触 れ る

地 域 の 伝 統 文 化 や
自 然 、 産 業 等 の 特
徴 に つ い て 学 ぶ

地 域 課 題 の 解 決 の
た め に 、 自 分 た ち
に で き る こ と を 考
え る

地 域 や 企 業 の 課 題
解 決 型 学 習 や プ ロ
ジ ェ ク ト 型 学 習 を
と お し て 社 会 実 装
を め ざ す

i n a b o u t f o r w i t h

地 域 の 中 で
学 ぶ

地 域 に つ い て
学 ぶ

地 域 の た め に
学 ぶ

地 域 と と も に
学 ぶ

（ 例 ）
ゲ ス ト テ ィ ー
チ ャ ー と し て
盆 踊 り の 講 師 が 授
業 に 入 る

（ 例 ）
祭 り の 案 内 が
あ り 、 土 日 に
教 員 が 引 率 し て 合
唱 を 発 表 す る

（ 例 ）
生 徒 が 企 画 し た
ブ ー ス で 食 品 販 売
の 補 助 を 行 う

（ 例 ）
地 元 企 業 と 地 域 の
特 産 品 を
つ か っ た 商 品 を 開
発 し 、 ブ ー ス で 販
売 す る

人 は ひ と り で 育 つ の で は な く 、 人 は 人 を 浴 び て 人 に な る

15

学 校 教 育 の 仕 組 み と 人
コ ミ ュ ニ テ ィ ・ ス ク ー ル と い う 仕 組 み と 、

学 校 運 営 協 議 会 委 員 と い う 人 で 学 校 と 地 域 を つ な ぐ

02 探究を切り口に地域との連携・協働を考える

15出典：文部科学省作成「コミュニティ・スクール関係課協議会」資料

コ ミ ュ ニ テ ィ ・ ス ク ー ル （ 仕 組 み ） 学 校 運 営 協 議 会 委 員 （ 人 ）

地 域 と と も に あ る 学 校 づ く り を め ざ す

学 校 運 営 協 議 会 を 設 置 し た 学 校
（地方教育行政の組織及び運営に関する法律第47条の5）

３ つ の 機 能
校 長 が 作 成 す る 学 校 運 営 の 基 本 的 な
方 針 を 承 認 す る
教 育 委 員 会 又 は 校 長 に 対 し て 学 校 の
運 営 に 関 す る 事 項 に つ い て 意 見 を
述 べ る こ と が で き る
教 職 員 の 任 用 に 関 し て 教 育 委 員 会 規 則
に 定 め る 事 項 に つ い て 、 任 命 権 者 に
意 見 を 述 べ る こ と が で き る

特 別 職 の 非 常 勤 公 務 員
守 秘 義 務 が 課 せ ら れ る
報 酬 は 自 治 体 の 規 定 に よ る
委 員 は 校 長 が 推 薦 し 、 教 育 委 員 会 が
任 命
学 校 規 模 に よ る が 、 １ 校 １ ０ 名 前 後

・ 地 域 住 民 、 保 護 者
・ 地 域 学 校 協 働 活 動 推 進 員
・ そ の 他 、 教 育 委 員 会 が 必 要 と 認 め る 者
（ 例 ： 近 隣 幼 稚 園 等 ・ 小 中 学 校 関 係 者 ）

想 定 さ れ る 人 材 の 例

16



高 校 に お け る コ ミ ュ ニ テ ィ ・ ス ク ー ル の 考 え 方

高 校 の 地 域 連 携 は エ リ ア と テ ー マ で 考 え る

05 成功に導くための仕組みとキーパーソン

16出典：文部科学省作成「コミュニティ・スクール関係課協議会」資料

エ リ ア と テ ー マ の 考 え 方
学 校 運 営 協 議 会 を 運 営 す る に 当 た っ て の
「 地 域 」 の 捉 え 方 は 、 学 区 や 市 町 な ど の
行 政 区 域 （ エ リ ア ） で 地 域 を 限 定 す る
の で は な く 、 高 校 の 教 育 方 針 や 教 育
活 動 の 範 囲 （ テ ー マ ） に 応 じ て 柔 軟 に
考 え る こ と が 必 要

ス ク ー ル ミ ッ シ ョ ン と の 関 係 性

学 校 運 営 協 議 会 委 員 の 選 定
学 校 教 育 目 標 を 実 現 す る た め に 、 ど の よ
う な 「 人 」 に 関 わ っ て も ら う の が よ い か
と い う 視 点 を も つ こ と が 重 要

例 ） 保 護 者 、 大 学 教 授 、 地 元 企 業 代 表 、
商 工 会 会 員 、 N PO 法 人 、 地 元 自 治 会 、 県
や 市 役 所 等 の 職 員 、 同 窓 会 、 近 隣 高 校 校
長 、 地 元 小 ・ 中 学 校 長

国 内 外 の 社 会 課 題 の 発 見 ・ 解 決 に 向 け て
対 応 で き る リ ー ダ ー の 育 成
・ 国 内 外 の 高 等 教 育 機 関
・ 国 内 外 の 企 業 等

最 先 端 の 実 践 的 な 職 業 教 育 を 主 と す る
専 門 的 な 能 力 の 育 成
・ 企 業
・ 地 元 経 済 団 体
・ 都 道 府 県 ・ 市 町 村 行 政
・ 高 等 教 育 機 関 等

持 続 可 能 な 地 域 を 支 え る た め に 必 要 と
な る 力 の 育 成
・ 地 方 公 共 団 体
・ 産 業 界
・ 高 等 教 育 機 関
・ N PO 法 人 等

17

社 会 教 育 の 仕 組 み と 人
地 域 学 校 協 働 活 動 と い う 仕 組 み と 、

地 域 学 校 協 働 活 動 推 進 員 と い う 人 で 地 域 と 学 校 を つ な ぐ

02 探究を切り口に地域との連携・協働を考える

17出典：文部科学省作成「コミュニティ・スクール関係課協議会」資料

こ れ ま で の コ ー デ ィ ネ ー タ ー や 経 験 者
地 域 と 学 校 の 連 携 ・ 協 働 に 関 わ る 活 動
に 地 域 ボ ラ ン テ ィ ア と し て 活 動 し て い
る 人
P T A 関 係 者 、 P T A 活 動 の 経 験 者
退 職 し た 校 長 や 教 職 員
自 治 会 、 青 年 会 等 の 団 体 の 関 係 者
地 域 や 学 校 の 特 色 や 実 情 を 理 解 す る
企 業 、 N P O 、 団 体 等 の 関 係 者
社 会 教 育 主 事 の 有 資 格 者 等

地 域 学 校 協 働 活 動 （ 仕 組 み ） 地 域 学 校 協 働 活 動 推 進 員 （ 人 ）

学 校 を 核 と し た 地 域 づ く り を め ざ す

地 域 と 学 校 が 連 携 ・ 協 働 し て 行 う 学 校
内 外 に お け る 活 動

（社会教育法第5条）

活 動 の 例
学 び に よ る ま ち づ く り ・ 地 域 課 題 解
決 型 学 習 ・ 郷 土 学 習
放 課 後 子 供 教 室 、 地 域 未 来 塾
家 庭 教 育 支 援 活 動
学 校 に 対 す る 多 様 な 協 力 活 動
地 域 の 行 事 、 イ ベ ン ト 、 お 祭 り 、
ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 等 へ の 参 画

３ つ の 機 能
コ ー デ ィ ネ ー ト 機 能
多 様 な 活 動
継 続 的 な 活 動

社 会 教 育 法 第 9 条 に 基 づ き 委 嘱 さ れ る
地 域 コ ー デ ィ ネ ー タ ー を 合 わ せ る と
全 国 で 約 3 5 , 0 0 0 人
謝 金 の 有 無 は 自 治 体 や 立 場 に よ っ て 様 々

想 定 さ れ る 人 材 の 例

18



コ ー デ ィ ネ ー タ ー の 重 要 性

専 門 性 を も つ コ ー デ ィ ネ ー タ ー の 配 置 に よ り 持 続 可 能 な 取 組 と な る

02 探究を切り口に地域との連携・協働を考える

18出典：学校と地域・綾会をつなぐ 高校コーディネータースタートガイドブック

フ ァ シ リ テ ー ト 能 力
コ ー デ ィ ネ ー ト 能 力
マ ネ ジ メ ン ト 能 力

期 待 さ れ る 力標 準 的 な 職 務
２ つ の 領 域

外 部 人 材 や 機 関 と の 連 携 ・ 協 働
実 施 可 能 に す る 協 働 体 制 づ く り

専 門 職 務 と 補 完 職 務
専 門 職 務 … 教 職 員 の 専 門 職 務 と 地 域 側

が 担 え る 職 務 を 除 い た 職 務
補 完 職 務 … 本 来 教 職 員 や 地 域 側 が 担 う

職 務
職 位

マ ネ ー ジ ャ ー … 全 体 を 統 括 す る
プ レ イ ヤ ー … 計 画 を 立 案 ・ 実 行 ・

改 善 す る
サ ポ ー タ ー … 計 画 の 実 現 を 支 援 す る

異 な る 専 門 性 を も つ 複 数 の コ ー デ ィ ネ ー タ ー で 役 割 分 担 を し て コ ー デ ィ ネ ー ト 機 能
を 担 う と い う コ ー デ ィ ネ ー タ ー ズ と い う 発 想 が 効 果 的 で す

教 育 ・ 探 究 コ ー デ ィ ネ ー ト に お け る
基 礎 知 識
コ ー デ ィ ネ ー ト に お け る 基 礎 知 識

探 究 性
ア ン ト レ プ レ ナ ー シ ッ プ
協 働 性

能 力

知 識

資 質

19

コ ミ ュ ニ テ ィ ・ ス ク ー ル と 地 域 学 校 協 働 活 動 の 一 体 的 な 推 進

一 体 的 に 推 進 す る こ と で 持 続 可 能 な 取 組 と な る

02 探究を切り口に地域との連携・協働を考える

19出典：文部科学省作成「コミュニティ・スクール関係課協議会」資料

イ メ ー ジ

地 域 学 校 協 働 活 動 推 進 員 を 学 校 運 営 協 議 会 委 員 に 任 命 す る 、
学 校 運 営 協 議 会 に オ ブ ザ ー バ ー と し て 参 加 す る 等 の 仕 組 み に よ り 、
学 校 の 声 を 地 域 に 届 け 、 地 域 の 声 を 学 校 に 届 け る と と も に 、
学 校 運 営 協 議 会 で 協 議 し た 内 容 を 、 地 域 学 校 協 働 活 動 で 実 現 す る

学校運営協議会 地域学校協働活動

地域学校協働活動推進員

20



03 山口県の取組の紹介

20 21

商 品 開 発 × 地 域 （ 高 校 ）

地 元 の 特 産 品 を 使 っ た 商 品 開 発 ・ 販 売 に よ り 地 域 の 活 性 化 を め ざ す

03 山口県の取組紹介

21出典：地域連携教育再加速フォーラム ポスターセッション発表資料

地 域 人

周 南 市 を 活 性 化 し た い 地 元 の 特 産 品 の フ ル ー ツ
を 生 か し た 商 品 を 開 発 し
販 売

学 校 運 営 協 議 会 委 員
市 役 所 企 画 部 部 長
島 根 大 学 名 誉 教 授
イ ン タ ー ン シ ッ プ 推 進 協 議
会 コ ー デ ィ ネ ー タ ー

特産品のフグ 地域の特産品の
フルーツ

生徒考案の
ラフスケッチ

試作品を
製作する様子

商品が完成 実際に販売する様子

生 徒 の 思 い

22



観 光 促 進 × 地 域 （ 高 校 ）

地 元 企 業 を 中 心 に し た 観 光 客 の 地 域 回 遊 に よ り 関 係 人 口 増 を め ざ す

03 山口県の取組紹介

22出典：地域連携教育再加速フォーラム ポスターセッション発表資料

人 口 減 少 の 克 服 の た め に 、
ア ジ ア 3 国 を タ ー ゲ ッ ト に
し て 観 光 を 促 進 し 、 地 元
を 盛 り 上 げ た い

地 元 企 業 と 連 携 し た お み
く じ を 開 発 し 観 光 客 の 回
遊 行 動 を ね ら う

学 校 運 営 協 議 会 委 員
地 元 企 業
商 工 会 議 所 専 務 理 事
地 域 交 流 セ ン タ ー 長
山 口 東 京 理 科 大 学 工 学 部 長

C S サ ポ ー タ ー （ コ ー デ ィ
ネ ー タ ー ）

地 域 人

農業体験ができる
地元の企業

生徒のアイデア商品 イベントの
飾りつけも

生徒がやります

おみくじの
アイデアを実現

実際のイベント 地域の人との交流

生 徒 の 思 い
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人 口 減 少 × 地 域 （ 高 校 ）

空 き 家 問 題 を 解 決 す る た め の イ ベ ン ト を 企 画 し 社 会 実 装 を め ざ す

03 山口県の取組紹介

23出典：地域連携教育再加速フォーラム ポスターセッション発表資料

地 域 の た め な る こ と を 何
か し た い

（ 株 ） う み ま ち ス タ イ ル
の 空 き 家 リ ノ ベ ー シ ョ ン
の 取 組 を 学 び 、 イ ベ ン ト
（ デ ジ タ ル ス タ ン プ ラ
リ ー 、 限 定 ス イ ー ツ の 販
売 、 B I G ク リ ス マ ス ツ
リ ー の 設 置 ） や 情 報 発 信

学 校 運 営 協 議 会 委 員
ま ち づ く り 協 議 会 会 長
（ 株 ） う み ま ち ス タ イ ル
（ 空 き 家 を 活 用 し た ま ち
づ く り を す す め る 団 体 ）

C S サ ポ ー タ ー （ コ ー デ ィ
ネ ー タ ー ）

地 域 人

空き家問題は深刻 フィールドワーク 関係者で協議 実際のイベント 特産品のブースも
設置

イベントは大成功

生 徒 の 思 い
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地 域 企 業 × 地 域 （ 高 校 ）

脱 炭 素 社 会 を テ ー マ に 探 究 の 大 会 で 優 勝 し 進 路 実 現 に も つ な げ る

03 山口県の取組紹介

24出典：地域連携教育再加速フォーラム ポスターセッション発表資料

地 元 就 職 率 が 高 い た め 、
地 元 の 企 業 の こ と を も っ
と 知 り た い

地 元 企 業 と 連 携 し た 脱 炭
素 社 会 の 実 現 に 資 す る 環
境 教 育

学 校 運 営 協 議 会 委 員
商 工 会 議 所 工 業 部 会 長
産 業 振 興 課 長
工 業 会 会 長

C S サ ポ ー タ ー （ コ ー デ ィ
ネ ー タ ー ）

地 域 人

地元の企業訪問 フィールドワーク 実際の研究 企業と共同研究 企業と共同研究 研究結果を
各所で発表

生 徒 の 思 い
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地 域 課 題 × 地 域 （ 高 校 ）

放 置 竹 林 問 題 を 解 決 す る た め に 商 品 開 発 ・ 販 売 を す る

03 山口県の取組紹介

25

学 校 運 営 協 議 会 委 員
専 門 学 校 Y I C グ ル ー プ 常 務
理 事
N P O 法 人
山 口 学 芸 大 学 教 育 学 部 教 授
地 域 づ く り 協 議 会 会 長
山 口 し ご と セ ン タ ー 長

出典：地域連携教育再加速フォーラム ポスターセッション発表資料

竹 害 を 減 ら す た め に 、 自
分 た ち で も 利 活 用 に つ な
げ た い

フ ィ ー ル ド ワ ー ク で 里 山
等 に 出 か け 、 ベ ン チ を 作
成 し 文 化 祭 で 展 示
※ 通 信 制 、 定 時 制 の 高 校
→ す べ て の 子 ど も た ち に
豊 か な 体 験 と 学 び を 提 供

地 域 人

放置竹林に課題 講義を受けて
インプット

実際に制作 制作物 地元小学生と交流 地域に向けて発表

生 徒 の 思 い
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文 化 継 承 × 地 域 （ 高 校 ）

地 元 の 伝 統 文 化 の 継 承 と 商 品 開 発 の 実 現 に よ り 、 地 域 の 魅 力 を 再 発 見 す る

03 山口県の取組紹介

26出典：地域連携教育再加速フォーラム ポスターセッション発表資料

見 島 に 対 し て 継 続 的 に 関
心 を も つ 人 を 増 や し 、 島
の 活 気 を 取 り 戻 し た い

離 島 「 見 島 」 に 文 化 を 反
映 し た 商 品 を 地 元 製 菓 店
と 共 に 開 発 し 、 市 内 ・ 市
外 で 販 売 す る と と も に 、
島 内 で の 宿 泊 交 流 や 地 元
小 中 学 生 と 交 流

学 校 運 営 協 議 会 委 員
山 口 大 学 知 的 財 産 セ ン タ ー
萩 市 観 光 協 会
ホ テ ル 楊 貴 館

地 域 人

離島に宿泊 イベントで販売新商品の開発 市長訪問イベントで販売島の小中学校と交流

生 徒 の 思 い
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地 域 防 災 × 地 域 （ 特 別 支 援 学 校 ）

地 域 の ス テ ー ク ホ ル ダ ー と 地 域 防 災 に つ い て 考 え る

03 山口県の取組紹介

27出典：県教委事業「熟議サポート事業」報告資料

防 災 へ の 意 識 を 高 め た い
地 域 や 学 校 の 防 災 力 を 高
め た い

学 校 を 含 む 地 域 の 防 災 に
つ い て の 課 題 ・ 問 題 点 ・
課 題 解 決 の 方 策 に つ い て
考 え る

学 校 運 営 協 議 会 委 員
地 域 交 流 セ ン タ ー 所 長
自 治 会 連 合 会 会 長
手 話 通 訳 士
大 学 教 授
社 会 福 祉 協 議 会 会 長
障 害 者 就 業 ・ 生 活 セ ン タ ー
セ ン タ ー 長

地 域 人

学校でカフェを開催 接客を学ぶ 製菓を学ぶ 工芸品も販売 大人による熟議 大人による熟議

学 校 の 思 い

28



山 口 県 で 大 切 に し て い る 指 標

地域や社会をよくするために、何を
すべきかを考えることがありますか

小 ５４．７％
中 ５０．５％

今、住んでいる地域のことが
好きですか

小 ５８．８％
中 ４３．４％

将来、今住んでいる地域のために
役に立つことをしたいと思いますか

小 ７１．８％
中 ６２．５％

「 や ま ぐ ちPRI DE」 の 醸 成 を め ざ し て
山 口 県 で は ふ る さ と の 未 来 を 創 る 心 意 気 を 「 や ま ぐ ち P R I D E 」 と 名 付 け

地 域 連 携 教 育 の し く み を 生 か し 、 地 域 貢 献 意 識 や 社 会 参 画 意 欲 の 向 上 を め ざ し て い る

03 山口県の取組の紹介

28

実 践 か ら 学 ぶ 成 果

地 域 連 携 教 育 を 推 進 す る こ と で 地 域 貢 献 意 識 や 社 会 参 画 意 識 が 高 ま り 、
「 や ま ぐ ち PRI D E」 の 醸 成 に つ な が る

地 域 住 民 が ふ る さ と の 魅 力 を 再 認 識 し 、 シ ビ ッ ク プ ラ イ ド が 醸 成 さ れ る
島 へ 関 心 を 抱 い た 人 た ち が 、 交 流 人 口 ・ 関 係 人 口 ・ 定 住 人 口 と な る
島 民 が 島 外 で の 取 組 に 刺 激 さ れ 、 活 力 が 湧 い て く る

29

04 ミニワーク
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ミ ニ ワ ー ク の 流 れ

協 議 テ ー マ 「 こ れ ま で の 話 を 聞 い て 、 や っ て み た い と 思 っ た こ と は 何 で す か 」

04 ミニワーク

30

①感想・自己紹介（短く簡単に）

②これまでの話を聞いて、やってみたいことを考える

③グループで１つに決めて、「○○プロジェクト」「○○大作戦」のような
名前をつける

④代表者が、チャットに「グループ名・プロジェクト名」を打ち込む

※司会は特に設けませんので、どなたかが進んでチャレンジしてください。

31

05 おわりに
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今 日 の ゴ ー ル の 再 確 認

こ れ だ け は ぜ ひ 、 覚 え て 帰 っ て く だ さ い

05 おわりに

32

地域との連携・協働は、目的ではなく手段である

地域との連携・協働の成功は、仕組みとキーパーソンが鍵である

地域との連携・協働（高校）は探究を切り口に考えるとうまくいく

33

皆 さ ん に 伝 え た い こ と

最 近 聞 い た 、 心 に 残 っ て い る 言 葉 を 紹 介 し ま す

05 おわりに

33

Who knows What
 「すべてを知っている」から「知っている人を知っている」へ

教育は共育であり協育である
 みんなで育てる みんなで育つ 自分自身も学び続ける
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皆 さ ん に 伝 え た い こ と

本 日 ご 紹 介 し た 山 口 県 の 取 組 等 の 詳 細 は 、 以 下 の ホ ー ム ペ ー ジ を ご 覧 く だ さ い

05 おわりに

34

地域連携教育推進課 地域連携教育再加速フォーラム フォーラムPR動画

高校の取組紹介ポスター 高校探究カリキュラムマップ 研修動画一覧
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山口県教育庁地域連携教育推進課 森山 義紀
moriyama.yoshinori@pref.yamaguchi.lg.jp

お 気 軽 に お 問 い 合 わ せ く だ さ い
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